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5. 国際交流

【資料 5-1】 留学生の受入状況 （総合人間学部）

2016 (H28) 2017 (H29) 2018 (H30) 2019 (R1) 2020 (R2) 2021 (R3)

国費留学生	
( 外国政府派遣留学生を含む )

入学者 2 1 2 2 2 1

在籍者 3 4 6 7 7 7

Kyoto iUP ( 吉田カレッジオフィス )＊ 1
入学者 1 1

在籍者 1 2

大学間学生交流協定
による交換留学生

KUINEP＊ 2
入学者 35 54 55 46 4

在籍者 49 65 77 59 19

一般交換
プログラム＊ 3

入学者 16 15 14 11 1 1

在籍者 24 22 20 17 6 1

短期交流学生＊ 4 1 1 4 6 0

合計
入学者 54 71 75 65 8 3
在籍者 77 92 107 89 33 10

【資料 5−2】 日本人学生の留学状況（総合人間学部）

年度　 2016 (H28) 2017 (H29) 2018 (H30) 2019 (R1) 2020 (R2) 2021 (R3)

大学間学生交流協定による派遣＊ 1 15 11 12 7 2 1

語学研修、インターンシップ、
ボランティア、学会出席等 15 12 7 9 0 1

国際交流科目への参加 6 1 5 4 0 0

大学が企画する
各種短期留学プログラムへの参加 14 9 6 4 0 0

合計 50 33 30 24 2 2
＊ 1 学生交流協定を締結している大学へ半年から 1 年間、日本人学生を派遣するプログラム (1997 ( 平成 9) 年開始 )

【資料 5−3】留学生の受入数の推移（人間・環境学研究科 ）

年度 2016 (H28) 2017 (H29) 2018 (H30) 2019 (R1) 2020 (R2) 2021 (R3)

 修士課程

国費 5 3 6 7 5 78
私費 58 49 65 90 83 4
計 63 52 71 97 88 82

 博士後期課程

国費 16 15 12 9 6 90
私費 45 57 62 73 86 9
計 61 72 74 82 92 99

 研究生・特別研究生

国費 3 3 4 4 6 0
私費 15 19 14 18 13 13
計 18 22 18 22 19 13

合計 142 146 163 201 199 194
注 ) ・在留資格が「留学」以外も含む

＊ 1 Kyoto iUP (Kyoto University International Undergraduate Program)
 優秀で志の高い留学生の学部段階での受入れの促進するため、入学段階で日本語能力を問わず、入学決定後に徹底した日本語教育を継続 して実施し、専門教育段階では日本人学生
と共に日本語での講義を受講する留学生向け教育プログラム。正規の 4 年の学部教育期間に加え、 半年の予備教育期間を設けている。2018 年第 1 期生受入れ。( 国際高等教育院 HP
より転載 )

＊ 2 KUINEP (Kyoto University International Education Program 京都大学国際教育プログラム )
本学創立 100 周年の 1997( 平成 9) 年に始まった。学生交流協定を締結している大学より、半年から 1 年間、留学生を受け入れている。協定校の学部生が本学の学生とともに英語で
講義される科目を履修するプログラム。2020( 令和 2) 年 10 月より特別聴講学生として国際高等教育院に配属。

＊ 3 一般交換プログラム
 協定校からの留学生が、学部もしくは大学院において日本語で講義される通常の科目を履修するプログラム

＊ 4 短期交流学生
 交流協定に基づかない 3 ヵ月以内の受入外国人学生


